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　カマックハープをご購入いただきましてまことにありがとうございます。私たちはこの楽器によっ

てあなたの音楽的な向上心が満たされることを願っています。また私たちはフランスの優雅な伝統

を重んじた工場で入念に作られたこのハープを選んでいただいたことに感謝いたします。これは私

たちが誇れる信頼の証しであり、また私たちはその栄誉のために最善を尽くします。

保証期間

　ペダルハープにはすべて納品後10年間の保証が付けられています。保証書は発行しておりませ
ん が販売店とメーカーの記録により管理されています。この保証は弦以外のすべての部品に当て

はま ります。しかしそれは改造または落下や運送中の事故などの物理的な損害に対してはカバー

してお りません。また下の注意にあるような温度と湿度の極端な条件にさらされている状態にあ

る場合も除かれます。

保管上の注意：

・表面温度が55℃以上になりますと接着を溶かし、塗装を傷めます。長時間直射日光にさらされる

　場所に保管したり、暑い日中に車の中に放置しないでください。

・氷点下の温度に長期間放置すると塗装がニス割れをおこす場合があります。

・エアコンや暖房機からの風が直接当たる場所には置かないでください。木部が収縮や膨張して楽

　器を傷めます。

・湿度は 45％から 75％の間に保つのが理想です。

・ハープの塗装を保護するよう、定期的に柔らかな布で埃を払ってください。その場合油やワック

　スのついた布製品は使わないでください。

　自身で行う日常の調整については、このハープ取扱説明書をよく読んで指示に従ってハープをい

つも完全な状態に維持してください。ご自分でできることが書かれていますが、楽器に発生するト

ラブル、日常の手入れや取り扱い、調整についての質問や疑問などありましたら遠慮なく購入店ま

たはメーカーにお問い合わせください。

あなたのハープは

　モデル：

　色：

　製造番号：

　登録ご購入者：

　購入年月日：
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弦について

ハープの弦の本数にはさまざまな種類があります。

　ペダルハープの弦の数は最も小さな約40弦から、フルサイズのコンサートグランドハープの標準

となっている47弦までいくつかあります。しかしいずれもCの弦は赤、Fの弦は青または黒に色付

けされて見分けられるようになっています。

弦を特定する 2つの方法

①　番号で呼ぶ場合：最高音から順に下降して番号がつけられています。しかし１番が最も高音の

弦とは限らず、最高音のEが１番で１Eとなり、順に２D、３Cと45Cまで続きます。１Eの上の

Gと Fの２本の番号は 00 Gおよび 0 Fとなっています。これは歴史上の理由からです。昔のシン

グルアクションハープの時代の楽器は変ホ長調（E♭Major）にチューニングされましたので最高音

が１Eと呼ばれ、そのまま現在に引き継がれています。この番号の呼び方でいくとコンサートグラ

ンドハープの場合は高音から 00G・・2D・・18B・・26A・・ 42F・・ 45Cとなります。

②　オクターブ名と音名で呼ぶ場合：上と同じ歴史上の理由のために、オクターブのくくりはEか

ら下に始まります。１Eから７Fまでが第１オクターブです。コンサートグランドハープの最高音

のGと Fは０オクターブとなります。その後、低音に向かって第２オクターブ、以下３、４、５、

６、および最後の第７オクターブが３本でCで終わります。

音名の呼び方も英語、イタリア語、フランス語、ドイツ語で違ってきます。弦の袋を読むとき、ま

たは楽譜を読む時も下の比較表が参考になります。

日本語 英語 イタリア語 フランス語 ドイツ語

ハ C（シー） Do（ド） Do（ド） C（ツェー）

ニ D（ディー） Re（レ） Re（レ） D（デー）

ホ E（イー） Mi（ミ） Mi（ミ） E（エー）

ヘ F（エフ） Fa（ファ） Fa（ファ） F（エフ）

ト G（ジー） So（ソ） Sol（ソル） G（ゲー）

イ A（エー） La（ラ） La（ラ） A（アー）

ロ B（ビー） Si（シ） Si（シ） H（ハー）

　日本では受けた教育や音楽のジャンルによって音名の呼び方はさまざまです。上の表から分かる

ように英語のＡとドイツ語のＥは同じエーとなり、時々混乱を招きます。従って弦の注文を受ける

とき、オクターブ名と音名を言われると例えば３オクターブE（イー）の場合は３オクターブのMi

（ミ）ですね、というように違う呼び方で確認しています。

　新しいカマックハープの標準弦は次のような構成になっています。０オクターブと１オクターブ

（00G～7F）はナイロン弦、２オクターブから５オクターブＡ（8E～33A）まではガット弦、５オ

クターブＧから７オクターブＣ（34G～ 45C）はワイヤー弦になります。

　他のブランドの弦や、ガット弦をナイロン弦に代えることは可能です。しかしながら太さや重さ

が違いますので、代えたときは楽器の調整や音程が正確に維持されているかどうかを確かめてくだ

さい。
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トラブルシューティング

　例外なくすべての場合において、常に問題が発生した場合、その音に対応するペダルロッドの長

さをチェック（オーバーモーションの調整）することからスタートします(第III章　５ページ参照)。

ハープの調整はこのペダルロッドが合っていることから始まります。最初にすべてのペダルロッド

の長さをチェックしてください。

＊注：実際カマックハープではロッドではなくケーブルが使われていますが、ここでは習慣上ペダ

ルケーブルをすべてペダルロッドと呼んでいます。

＊弦が切れたとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第Ⅰ章（３ページ）

＊弦の音程が合わないとき・・・・・第Ⅱ章（４ページ）、第Ⅳ章（７ページ）、第Ⅴ章(８ページ)

＊ペダルの動きがおかしい:

　－ペダルロッドのチェック・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第Ⅲ章（５ページ）

　－ディスクの角度が深すぎるとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第Ⅳ章(７ページ)

＊ナチュラルかシャープの音程が合わないとき・・・・・・・・・・・・・・・・第Ⅴ章(８ページ)

＊弦の雑音:

　－ディスクがしっかりと弦を支えていないで雑音が出るとき・・・・・・・・第Ⅴ章(８ページ)

　－ディスクがしっかりと弦を支えているのに雑音が出るとき・・・・・・・・第Ⅵ章(11ページ)

＊フラット（♭）で雑音が出るとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第Ⅶ章(13ページ)

＊特定のペダルの位置で雑音が出るとき・・・・・・・・・・・・・・・第Ⅰ章、第Ⅴ章、第Ⅵ章

＊ペダル・クッションがすり減ったとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第Ⅷ章(14ページ)

付属の工具

１　六角レンチ（５mm　前柱の取り外し、取り付け用）

２　マイナスネジ回し（2.5mm　中サイズのディスク用）

３　2.0mmのマイナスネジ回し（小サイズのディスク用）

４　六角レンチ（2.0mm　小さなナット用）

５　チューニングキー

６　六角レンチ（2.5mm　ペダルケーブル、大きなナット用）

７　カッター（弦用）

８　マイナスネジ回し（4.0mm　大サイズのディスク用）

９　ロッドチューナー
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　従来のハープの調整は複雑で、経験と技術が必要でした。カマックハープは多くの改良を重

　ねて、調整は演奏者でもできるようにずっとやさしくし、そのための工具も付属しています。



I　弦の交換

　弦が切れることはあらゆるハーピストにとって頭痛の種となっています。しかしそれは避けるこ

とができず、いつ起こっても対処できるように自分で交換できなければなりません。

　カマックハープでは正しい本来の弦を使っている限り、それほど頻繁には切れません。実際に弦

の構造、弦の長さおよび太さは各音に応じて研究され、切れにくさと同時に音色と弾きやすさに寄

与しています。

①　切れた弦の端に結ばれた緒止めを弦から外し、結び目から端までの長さを見て、新しい弦に緒

止めを結ぶ時の参考にしてください。緒止めから延びた残りの弦が長過ぎると雑音の原因になるこ

とがありますので、残った弦がハープの胴や響板に触れていないことを確認して下さい。従来は木

の緒止めの代わりに他の弦を切って使っていました。カマックハープの響板の裏の弦が通る穴は円

錐形になっています。これは、響板に触れる弦の結び目から共鳴する雑音を除去するために、弦の

結び目がすっぽりこの空間に入ることができるという長所を持っています。しかしあなたが細いハー

プ弦の短い使い残りを使用すれば、これは折れ曲がって穴の中にしっかりとはまって固定されてし

まうかもしれません。私たちはこれを防ぎ、弦を安全にするために最初についている小さな木製の

緒止めを使い続けることをお勧めします。

②　新しい弦を用意してください。私たちは最初についているのと同じタイプの弦をいつも使用す

るように勧めます。あなたのハープのオリジナルの調整はそれに基づいているからです。したがっ

ていつも同じ弦を使い続ければ、これは調整の安定性に寄与するでしょう。もちろん違うブランド

や違う太さの弦を付けても構いません。しかしこの場合、新しい弦応じて調整しなければならない

ことを考慮するべきです。

③　弦に緒止めを結ぶ方法は次の通りです。弦のルー

プを作り、一回ねじってからその輪に弦の端を通して

緒止めを入れ、強く締めます。高音の細い弦では２回

めの行程を２回通したり、最後にもう一度１回ループ

をねじって二重に巻くと、さらにしっかり止まって外

れにくくなります（図４）。

④　次に響板の穴（アイレット）から出た弦をチューニングピン

の穴に通して下さい。チューニングキーでチューニングピンを回

して弦を張ります。音が正しく合った時に弦がチューニングピン

に２周以上巻き付いていることを確かめてください。弦が図５よ

うな角度を持つことで、腕木の中のチューニングピンを保持

し、さらに弦が戻ってしまうことを防ぎます。さらに弦が腕

木に向かって巻かれていることも確認して下さい。これが逆

にチューニングピンの先端に向かって巻かれると弦が切れる

原因になります。

⑤　弦の胴の中の残りが緒止めから長く伸びていないことを

もう一度確認して下さい。もし弦の残りが胴や響板に触れて

図５
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いると（図６）そこから雑音が発生する場合があります。私たちはそのような雑音のどんな可能性

も回避するために、弦の端は短くすることをお勧めします。

⑥　同じようにチューニングピンに未使用の弦を残さないことをお願いします。時々ハープ奏者は

節約のために残りの弦をチューニングピンに巻き付けておく習慣を持っている人がいます。これも

雑音の基になることがあります。さらに弦を長い間巻き付けて空気にさらすと品質が劣化し、音も

悪くなります。もう一回分使えるじゅうぶんな長さがあれば、余った弦は切ってオリジナルの袋に

入れておいた方がかえって経済的と言えます。

＊重要なポイント：ナイロン弦とガット弦は張ってから伸びますので、チューニングピンに通して

から張ったまま巻いて２～３周前後で音が合います。音程が正しくなった時、巻かれた弦が腕木ま

で達してしまったら短く巻き直してください。

　ワイヤー弦には金属の緒止めが最初から付けられていますので何の準備もいりません。しかしワ

イヤー弦は他の弦ほど張ってから伸びませんので、チューニングピンに通してから３cmほど長く緩

ませてから巻くと２～３周巻かれて音が合います。

Ⅱ　チューニングの問題、弦の音程が下がる場合

弦が正しい音程を保たない場合は以下の理由でしょう。

－弦を替えたばかりですとピッチが安定するまでガット弦は約一週間、

ナイロン弦ではそれ以上の時間がかかります。弦は図７のように少しず

つ弦を引っぱることによってより早く弦のピッチを安定させることがで

きます。

－弦が特に新しくないのに音程が下がる場合、チューニングピンか緒

止めの部分の結び目がしっかり止っているか、または正しく結ばれて

いるかを確かめてください。正しくないと少しずつ緩んでくる可能性があります。結び目をチェッ

クして、必要ならばもう一度それを結び直してください。（弦の交換３ページ参照）

－弦が新しくなく、結び目が適切な場合はおそらくチューニングピンが緩くて戻っています。

チューニングピンをきつくする

　チューニングピンはテ－パ－状（先がしだいに細くなっている）になっていて、摩擦によって腕

木の中で止まっています。これはバイオリンからピアノまでほぼすべての弦楽器と同じです。弦が

適切に止まっている場合、円形のチューニングピンは腕木にしっかりとはまっています。チューニ

ングピンが腕木にじゅうぶんに押し込まれていなかったり、ゆるい場合は弦の張力がチューニング

ピンを戻し、弦は緩んできます。その場合、これを改善するために 3つの方法があります。まず弦

の音が合っている状態でチューニングピンに二周以上巻かれ、ナットとチューニングピンの間に前

ページの図５のような角度がついていることを確認して下さい。

①　いったん弦を緩めて、次にチューニングキーでチューニングピンを強く、コルクにねじ込むよ

－ ４ －
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うに腕木に強く押し込みながら回して締めてください。この方法でチューニングピンは腕木により

深く入り、しっかりと止まるでしょう。

②　これでもじゅうぶんでない場合は、ハンマーでチューニングピンをチューニングキーを入れる

側から軽く叩いてください。

③　それでもチューニングピンが戻る場合は弦を緩めてチューニングピンから取りはずし、チュー

ニングピンを回しながら腕木からチューニングピンを手前に抜いてください。そしてチューニング

ピンの腕木に入る部分を黒板に使うチョークか、バイオリンの弓に塗る松やにを塗ってから入れ直

してください。チューニングピンを強く押しながら弦を張り、音程を合わせてください。

Ⅲ　ペダルロッドの調整（デッドポイント）－オーバーモーションの除去

　これは、いかなるハープの調整をする前に、あるいは調整を行った後にするべきことです。常に

オーバーモーションをチェックしてください。ペダルロッドとは前柱の中を通ってペダルとアクショ

ンを繋いでいます。従来のハープは鋼鉄製のロッドを使っていますがカマックハープでは航空機に

使われているケーブルを使っています。これによって金属疲労で折れることはありません。

デッドポイントとオーバーモーションとは

　ペダルをフラットの位置からナチュラルに移動するとナチュラルのディスクは回転します。次に、

ナチュラルの位置からシャープに移動するとシャープのディスクだけが回転し、ナチュラルのディ

スクは回転せずに止まっています。ナチュラルのディスクの回転が止まる所をデッドポイントとい

います。アクションのあらゆる調整はこのデッドポイントに依存するので、ペダルのナチュラルの

位置とこのデッドポイントが一致することが必要です。

　デッドポイントの位置は、前柱の中を通ってペダルとアクションを繋いでいるペダルロッドの相

対的な長さに依存します。ハープは弦の張力によって常に緊張状態にあるという構造上起こり得る

わずかなな楽器木部の縮みや、あるいはペダルロッドが伸びることによってデッドポイントが正し

い位置から移動してしまいます。これはナチュラルのディスクを見ながらペダルをシャープに入れ

た時、静止しているはずのナチュラルのディスクがわずかに回転することで発見できます。つまり

デッドポイントが台座のナチュラルのノッチからわずか下に移動しているのです。これがオーバー

モーションです。この場合は音程が狂ったり、雑音を発生することがあります。

ロッドチューナーの使用法

ロッドチューナーはペダルロッドの長さを調整する道具で、1996年

以降に製造されたカマックハープに使われています。真鍮製の軸には

7つの輪がついています。その各々は７つのペダルのアクションリン

クに当てはまります。それは以下のように使用します：

①　まず 7つのペダルをすべてシャープの位置にしてください。

これで裏側のアクションプレートの穴が開きます。（図８）

－ ５ －
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②　バッテリーチェック：ロッドチューナーから伸びているコード

の先端にあるプラスティックのカバーを手で下に降ろしてジャック

の金属部分をむき出しにしてください。その部分に真鍮の軸を触れ、

ピーという高い音を出してバッテリーをチェックしてください。

③　①で開いた裏側のアクションプレートの穴にロッドチューナー

の真鍮の軸を最後まで深く差し込んでください（図９）。

④　ジャックは前柱の上にある二つのネジ穴の内のどちらかの一

つに差し込んでください（図９）。

⑤　ペダルの右側からはじめ、Ａのペダルをゆっくりとシャープからナチュラルに戻してください。

⑥　そのときチューナーからピーという音が出た場合、ロッドが長過ぎるので短くしなければなり

ません。ハープの前柱を下にして楽器を寝かせてください。このとき横に倒れないように壁か家具

にに寄りかけて、ハープの底部にじゅうぶんな作業スペースをとり、柔らかいクッションのような

ものにハープを横たえてください。

⑦　ハープの底からペダルバーと前柱を通っているロッドを見るこ

とができます（図 10）。　赤いハンドルがつき、Ｌ字型をした六角レ

ンチ（２ページ図３、付属の工具の６番）をペダルバーとロッドの

接点の先にあるネジ穴に挿入してください（図 11）。

⑧　ピーという高い音が止まるまで、ねじを右回りにゆっくりと回

してください。

⑨　音が止まったら手でペダルをシャープのノッチに入れ、再びナ

チュラルに戻して音が再び出ないことを確かめて終わります。調整

が終わったら再びペダルをシャープに戻しておいてください。

⑩　同じように他のペダルを順に調整してください。左側の３本の

ペダル（ＢＣＤ）は奥まっているので六角レンチを入れるのが少し

難しいかもしれません。

⑪　７つのロッドの調整が終わったら、ペダルがすべてシャープの位置にあることを確かめてくだ

さい。一つでもペダルがナチュラルになっていると、裏のアクションプレートに差し込んだチュー

ナーを抜くことができません。

＊注意：ロッドを長くすることはまずありません。ロッドは自然に時間とともに長くなるばかりで

す。⑤のチェックの段階でチューナーが何も音を発しなければ、それは調整の必要がないという意

味で、原則として何もしないでください。

　ただしペダルをシャープに入れる時、ペダルが重くて入れにくいと感じたらロッドを少し長くす

るとペダルが入れやすくなることがあります。ロッドを長くするにはネジをほんのわずか左に回し

ます。

図９

図11

図 10
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Ⅳ　ナチュラルかシャープの音程が狂っている場合

弦をフラットで合わせてナチュラルかシャープの音程が合わない場合はいくつかの理由が考えられ

ます。次の方法で正しくすることができます。

－まず最初にチェックすることはロッドの長さです。今まで述べたようにロッドが伸びてしまった

場合はディスクの回転とペダルスロットの位置が正しく合っていません。これは音程に影響します。

この方法については第３章（５ページ）を参照してください。

－弦を違うブランドやゲージに変更した場合も音程が変わることがあります。元の弦に付け替える

か、または以下のいずれかの方法で調整してください。

－弦は正しいのにナチュラルとシャープの音程が違う場合は「センタリング」が狂ったかもしれま

せん。弦はフラットの段階でナチュラルのディスクの真中を通っています。しかし響板の盛り上が

りによって中心からずれる場合があります。この場合の調整方法は第５章、第６章を参照してくだ

さい。

－ 弦は正しく付けられていて、かつナチュラルのディスクの真中を通っているのにナチュラルと

シャープの音程が合っていない場合はディスクをチェックして調整します。

基本原理:

　弦長とは響板の穴（アイレット）からアクションのナットまでの長さです。ナチュラルのディス

クと、その下のシャープのディスクで弦を短くすることによって半音づつ高くなっていきます。

　ディスクは弦を短くするだけでなく、弦をつかんでねじることによって張力を変えて正確なピッ

チになるように調整してあります。状況によってはピッチを合わせるために以下方法で調整をする

ことができます。

　ナチュラルかシャープの音程が低い場合はその

ディスクが弦をじゅうぶんにつかんでいないこと

があります（図 12ケース a）。弦をより深くつか

むためにディスクの角度を調整しなければなりま

せん。またディスクが弦をあまりに深くつかんで

いる場合は音程が高くなります（ケース b）。この

場合も適切にするようにディスクを調整します。

調整はケース cに近づけるようにディスクを回し

ます。その方法は第５章（８ページ）を参照してください。

ディスク・アタッチメント

　ディスクはアクションを貫通しているスピンドルに取り付けられています（図 13）。表側のアク

ションプレートから出たスピンドルの先にディスクは挿入され、さらにネジで絞めることによって

楔となり、摩擦によってロックされて固定します。この摩擦によるロックは非常に強いので、一旦

締められるとネジを取り除いてもディスクは外れません。これは調整の維持に信頼性と確実性をも

a bc
ディスクを締める ディスクを緩める

図12
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たらしています。一旦それがセットされれば、

ディスクが弦の力で回って戻ってしまうことはま

ずありません。

　したがって、ディスク調整は後から述べるように

スピンドルからディスクを取り外すための作業を必

要とします。

V　ディスクの調整

　ハープのディスクは弦の長さ、太さ、ならびに隣の弦との距離に応じてサイズに多くの種類があ

りますが、調整の方法によってディスクは次の４つのグループに分かれます。調整が必要なディス

クは下のグループに対応して行ってください。

１　ナチュラルの８Eから 43Eまで

２　シャープの８Eから 43Eまで

３　ナチュラルの０ Fから７ Fまで

４　シャープの０ Fから７ Fまで

①　ナチュラルの８ Eから 43Eまで（２オクターブ以下）

－ペダルをフラットの位置にしてから弦を少し緩め、ナットから弦を外してください（中音部より

高音の弦では緩めなくても外れます）。チューニングピンから弦を取り外す必要はありません。弦が

ディスクから外れたらペダルをナチュラルの位置に入れます。

－適当なサイズのドライバーでディスクの中心にあるネジを左回りに２周ほど回して緩めます。

－スピンドルとディスクを離すために図 14のようにドライバーをディスクの

２本のピンの間に入れてください。次にドライバーでディスクを軽く回します。

回す方向はどちらでも結構です。これでディスクは自由になります。

－ディスクが自由になったらディスクの２本のピンが垂直になる角度にし、

ディスクの真中のネジを右回りに軽く締めます。ペダルはまだナチュラル

の位置にあります。

－ペダルをフラットの位置に戻し、弦をナットに戻して調弦します。

－ペダルをナチュラルにしてみてください。ディスクが弦を少し深く

掴んでいることでしょう。ドライバーの先をディスクの弦の裏側に入れ

て音程が正しくなるまでディスクを優しく戻してください（図 15）。

－ペダルをフラットにして調弦し、再びナチュラルにして調整が正しく行われたかをチェックしま

す。調整が正しければディスクの真中のネジを右回りで適度な堅さに再び締めます。

－ ８ －
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②　シャープの８ Eから 43Eまで（２オクターブ以下）

＊重要なポイント：シャープのディスクはナチュラルと反対方向に回りますので、ネジもナチュラ

ルと逆ネジになっています。シャープのネジは緩めるためには右回り、締めるためには左回りとな

ります。つまりネジはディスクが回転する方向に回すと緩むと覚えてください。

－ペダルをフラットの位置にしてから弦を少し緩め、ナットから弦を外してください（中音部より

高音の弦では緩めなくても外れます）。チューニングピンから弦を取り外す必要はありません。弦が

ディスクから外れたらペダルをシャープの位置に入れます。

－適当なサイズのドライバーでディスクの中心にあるネジを右回りに２周ほど回して緩めます。ナ

チュラルの時と逆廻りです。

－スピンドルとディスクを離すために図 16のようにドライバーをディスクの

２本のピンの間に入れてください。次にドライバーでディスクを軽く回します。

回す方向はどちらでも結構です。これでディスクは自由になります。

－ディスクが自由になったらディスクの２本のピンが垂直になる角

度にし、ディスクの真中のネジを左回りに軽く締めます。ペダルは

まだシャープの位置にあります。

－ペダルをフラットの位置に戻し、弦をナットに戻して調弦します。

－ペダルをシャープにしてみてください。ディスクが弦を少し深く掴

んでいることでしょう。ドライバーの先をディスクの弦の裏側に入れ

て音程が正しくなるまでディスクを優しく戻してください（図 17）。

－ペダルをフラットにして調弦し、再びシャープにして調整が正しく行

われたかをチェックします。調整が正しければディスクの真中のネジを

左回りで適度な堅さに再び締めます。

③　ナチュラルの０ Fから７ Fまで（１オクターブ以上）

　この部分はスペースが狭いためにディスクにはピンが一つしかついていません。これを調整する

方法は今までと少し異なります。

－ペダルをフラットの位置にして、ナットから弦を外してください。チューニングピンから弦を取

り外す必要はありません。弦をディスクから外したらペダルをナチュラルの位置に入れます。

－適当なサイズのドライバーでディスクの中心にあるネジを左回りに２周ほど回して緩めます。

－スピンドルとディスクを離すためにドライバーをディスクの真中のネジに当ててください。手の

平でドライバーの頭を打ってください。カチッという音が聞こえたらスピンドルとディスクははず

れてディスクは自由になっています。

－ ９ －
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－カチッという音がしないでディスクが自由にならな

い場合は小さなハンマーでドライバーを軽く打ってく

ださい。これでディスクは自由になります（図 18）。

－ハープのこの部分はわずかなディスクの変化で音程

が大きく変化します。調整は一度にほんの少しづつ行っ

てください。ディスクをわずか左に回すと弦のつかみが多くなり、音程が高くなります。わずか右

に回すと弦のつかみが少なくなり、音程が低くなります。目で見ても分からない程度の回転でじゅ

うぶんです。

－わずかにディスクを調整したらネジを軽く締めてください。次に弦をナットに戻し、調弦してか

らナチュラルの音程を確かめます。満足な結果を得るまで、これを繰り返してください。

－ペダルをフラットにして調弦し、再びナチュラルにして調整が正しく行われたかをチェックしま

す。調整が正しければディスクの真中のネジを右回りでしっかりと再び締めます。

④　シャープの０ F 7から７ Fまで（１オクターブ以上）

　この部分はスペースが狭いためにディスクにはピンが一つしかついていません。これを調整する

方法は今までと少し異なります。

－ペダルをフラットの位置にして、ナットから弦を外してください。弦をディスクから外したらペ

ダルをシャープの位置に入れます。

*重要なポイント：シャープのディスクはナチュラルと反対方向に回りますので、ネジもなナチュラ

ルと逆ネジになっています。シャープのネジは緩めるためには右回り、締めるためには左回りとな

ります。つまりネジはディスクが回転する方向に回すと緩むと覚えてください。

－適当なサイズのドライバーでディスクの中心にあるネジを右回りに２周ほど回して緩めます。

－スピンドルとディスクを離すためにドライバーをディスクの真中のネジに当ててください。手の

平でドライバーの頭を打ってください。カチッという音が聞こえたらスピンドルとディスクははず

れてディスクは自由になっています。

－カチッという音がしないでディスクが自由にならない場合は小さなハンマーでドライバーを軽く

打ってください。これでディスクは自由になります（図 18）。

－音程を高くするためにはディスクをわずか右に、低くするためにはわずか左に回します。ディス

クが非常に小さいのでほんのわずかでも音程は大きく変化します。目で見ても分からない程度の回

転でじゅうぶんです。調整は一度に少しづつ行ってください。

－わずかにディスクを調整したらネジを左回りで軽く締めてください。次に弦をナットに戻し、調

弦してからシャープの音程を確かめます。満足な結果を得るまでこれを繰り返してください。

図18
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①から④までの共通項としてフラットで音が正しいのにナチュラルとフラットの音程が両方とも高

いか低い場合

ディスクの上、チューニングピンとの間にあるナットを上下することによってナチュラルとシャー

プの音程が同時に変化します。

－ナットから弦を外し、六角レンチ（３ページ図３の６のレンチ）でナットを止めているネジ二つ

を緩めるとナットは自由になります。

－音程を下げたい場合はナットを下に、上げたい場合は上に移動させてからネジを締めます。

－ナットは多少左右にも動きますので、ネジを締める時に弦がナチュラルのディスクの中心を通る

ように注意してください。

－音程をチェックし、調整が正しく行われるまでこれを繰り返してください。

－ 32Ｂ（５オクターブＢ）以下の低音部ではナットを上下に動かすことはできません。

VI　ディスクから出る雑音

①　フラット（開放弦）で出る雑音の場合

　フラットで弦がディスクのピンに触れてしまって雑音が出る時、４つの可能性が考えられます。

－その問題がワイヤー弦で起こる場合は弦が古いからかもしれません。ワイヤー弦が古くなり、弾

力を失ってシャープのディスクに触れるまで振幅が大きくなってしまったら弦を新しいものに交換

してください。弦がまだ新しい場合は下記を参照してください。

－弦と、張ってある場所が合っているかを確認してください。隣の弦を付けてしまっても音色だけ

でなく、弦の振幅も大きく変わります。もし違っていたら正しい弦と交換してください。

－弦が正しい場所に張ってあり状態も良い場合は「センタリング」が狂ったことが考えられます。

これをチェックしてください。弦はナチュラルのディスクの中心を通り、ディスクの２本のピンは

同時に弦に触れなければなりません。

各弦の一番上にナットがあります。ナットの水平の部分を利用してディスクに対する弦のセンタリ

ングを修正することができます。

ワイヤー弦とガット弦（2005年以降に作られたハープ)の偏心ナット

　これらの弦のナットは偏心的－すなわち中心が片寄っていて弦が

ディスクの中心になるように左右に動かせるようになっています。

－ 11 －
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まず六角ナット（２ページ図３の６番）で中央のネジを緩め、

次にレンチかスパナでナットを回して弦位置を変えます

（図 19、20）。

　弦がナチュラルのディスクの中心を通る理想的なポジショ

ンは図を参考にしてください。しかし雑音を止めるために多

少中心からずれても構いません。最後にネジをしっかり締め

ます。

2005年以前に作られたハープのガット弦用のナット

　ナットは調整可能な2本のネジによって付けられています。各ネジは2つの溝に入っていて、下

側の溝はネジよりもわずかに広くなっていてある程度水平方向に調整ができるようになっています。

弦がシャープのディスクにある２本のピンのちょうど真中を通り、ペダルを動かした時に弦がディ

スクの 2本のピンに同時に弦に触れることがナットの理想的な調整です。

－ナットをどの方向に調整すべきかを決めてから弦を緩め、弦をナットから取り外してください。

チューニングピンから弦を取り外す必要はありません。

－ハープに付属する工具でナットについている２つのネジの内の上のネジを緩めてください。

－ナットの位置を保つために片手でナットを押さえながら下の

ネジを緩め、希望する方向にナットを移動してください（図 21）。

－ナットの 2本のネジを締めて弦を張り、センタリングをチェッ

クしてください。

②　ナチュラルかシャープの時に出る雑音

　この雑音には 2つの原因が考えられます。

－ディスクが弦をじゅうぶんに掴んでいないと弦が弾かれたときにディスクのピンから雑音が発

生します。ディスクが７ページの図12aのような状態ではこうなるでしょう。この場合ディスクは

弦をもっと深く掴むように調整してください。（８ページ第５章「ディスクの調整」参照）

－ディスクは弦をしっかり掴んでいるのにまだ雑音が出る場合、たぶんディスクがアクションプ

レートの部分で振動するところから発生しています。この雑音は「アクション・プレート・バズ」

と一般に呼ばれます。弦が振動している時にディスクから雑音が出ます。

＊チェックのために：これがアクション・プレート・バズかを確かめるためには弦を弾くと同時に

ディスクを手で押してみてください。ディスクを押すことで雑音が止まればそれはアクション・プ

レート・バズです。この種の雑音のための調整はハープの裏側で行います。弦と反対の側でもスピ

ンドルは裏側のアクションプレートを貫通しています。スピンドルを保持し、かつ表側のディスク

を支えるためにスピンドルナットがあります。またこのナットの裏には小さな円盤状のディスクス
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プリングがつけられています（図 22）。このスプリングがじゅうぶ

んに押さえられていないとスピンドルががたつき、そこから雑音が

出ることがあります。

－裏側のアクションプレートを見てもどの音に対応しているかわか

りません。ペダルを動かすとスピンドルナットが回転しますので、

この方法で見つけてください。これが一番簡単な方法です。

－スピンドルナットを回してディスクスプリングを堅くするには

5.5mmのボックスレンチが必要です。必要以上にこのスプリングを圧縮しないために、雑音が止ま

るまで一度に 4分の1回転ほど回してください。ディスクスプリングが必要以上にきつすぎるとペ

ダルが重くなったりペダルの戻りが遅くなり、場合によってはペダルが動かなくなります。もしペ

ダルの動きが遅くなったらスピンドルナットを少しづつ緩め、ペダルの動きと雑音を確かめながら

調整してください。

VII　弦のナットからでる雑音

　フラットの状態で弦を弾くと雑音が出る場合、ナットからの雑音かを確かめるために雑音が出て

いる状態でナットを指で押してください。それで雑音が消えれば雑音はそのナットから出ています。

＊注：ナットからの雑音はペダルがフラットの状態の時でしか出ません。もしペダルがナチュラル

やシャープの時に雑音が出る場合は第６章②（12ページ）を参照してください。

ナットからの雑音を止めるのはとても簡単です。

－まずナットを止めているネジをしっかりと締めてみてください。わずかに弛んでいても雑音が出

ることがあります。必要に応じて一度ネジを緩めてから絞める方法もあります。

－ネジを締めても雑音が止まらない場合は、ペダルをフラットの位置にしてナットから弦を外して

ください。チューニングピンから弦を取り外す必要はありません。ナットはネジを緩めると上下に

動きますのでどの位置に付いていたかを覚えておいてください。ナットを止めている２本のネジを

取り外してナットも外します。

－ナットの裏側（アクションプレートと接している面）に薄くグリス（油）を塗ってください。

－ナットを前と同じ位置にして再び２本のネジでナットを取り付けると雑音が消えているでしょう。

VIII　ペダルクッションの交換

　従来のハープには高価なフェルトが巻いてあり、その交換には経験が必要でした。カマックハー

プにはフェルトの代わりに高品質で熱によって縮む性質を持ったテフロンがペダルクッションとし

て使われ、あなた自身で交換することができます。しかも長持ちし、これは少なくとも５年間は交

－ 13 －
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換の必要がありません。ただし年数の経過で交換するものではなく、劣化して明確なサインが出て

から交換すれば結構です。交換が必要となったらお知らせいただければペダルクッションをお送り

いたします。

　ペダルフェルトが使われている従来のハープとは違い、カマックハープのペダルクッションを交

換するために台座を取り外す必要はありません。

－最初に大きめなマイナスドライバーでペダルの横にあるネジ

（a）を取り外してください（図 23）。

－次にペダル先端の部分（b）を取り外してください。

－ナイフかカッターで付いている古いペダルクッション（c）を切って取り除きます。

－新しいペダルクッションを挿入するために、ペダルの先に液体石鹸を少し塗って新しいペダルクッ

ションを滑らせて入れてください。ペダルの正確な場所にクッションを置かなければならないので

慎重に行ってください。この位置決めに液体石鹸が非常に役立ちます。

－新しいペダルクッションが正しい場所に入ったら、ペダルの先の部分をはめてネジを締めます。

－ 新しいペダルクッションに変わるとペダルロッドの長さに直接影響を与えるので、第３章（５

ページ）を参考に、ペダルロッドの調整を行ってください。

IX　コラムトップの取り付け

　カマックハープの前柱（コラム）の上部は取り外すことができる構造

になっています。この大きな利点はアクション内部（メインアクション）

や、ペダルスプリングを修理するとき、ハープを分解しないで簡単にア

クセスすることができるということです。さらに事故により前柱上部が

損傷しても、ハープ全体を工場に送り返すことなく容易に交換できます。

　時間とともにコラムトップは多少緩んで、雑音の発生につながること

もあり得ます。特定のペダルの組み合わせでなく、特定の音から雑音が

出る場合はこのコラムトップをチェックしてください。

　この部分を手で強く押さえると雑音が止まる場合はコラムトップのネ

ジを 5mmの六角ナット（３ページ図３、１のレンチ）で締めてください

（図 24）。内部にあるスプリングがしっかり押さえて雑音を除去します。

－ 14－
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ビデオガイド　高田ハープサロンYouTubeチャンネルより

ペダルハープのチューニング

https://www.youtube.com/watch?v=clNtcQhD9Dw&t=1s

弦の交換

https://www.youtube.com/watch?v=m64EgWxyU1c&t=1s

ロッドチューナーの使い方

https://www.youtube.com/watch?v=lbcHuJS5ytI&t=7s

hhttps://www.youtube.com/watch?v=XZ5WdJpdiWs&t=13s

お手入れと注意点




